
国際経済学

第１章

国際経済と統計データ

担当：藤澤達哉



１ 国際収支

国際収支

経常収支

資本収支

外貨準備増減

誤差脱漏



１ 国際収支



１－ａ 経常収支

経常収支

貿易収支

サービス収支

所得収支

経常移転収支



１ーｂ 資本収支

資本収支

投資収支

直接投資

証券投資

金融派生商品

その他投資
その他

資本収支



１ーｃ 外貨準備増減

外貨準備増減

外貨資産

貨幣用金

ＳＤＲ

ＩＭＦ

リザーブポジション



１ 国際収支



２ 貿易構造と財別データ
貿易特価係数

貿易特価係数＝（輸出－輸入）／（輸出＋輸入）

貿易特価係数→１ ↔ 輸出特化が進行

貿易特化係数→－１ ↔ 輸入特化が進行

貿易特化係数→０ ↔ 水平分業が進行



２ 顕示比較優位指数

顕示比較

優位指数

世界の平均的な輸出比率に比較

→ 多国間での比較優位構造を検証

＝
当該国の当該品目の輸出額／当該国の総輸出国

当該品目の世界輸出額／世界の総輸出額



３ 国際貿易と企業

国境を越える企業活動

比較優位構造の変化

国際間の水平分業化・産業内貿易

の進行

国際経済の分析には

企業レベルの貿易データが不可欠
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